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く大学の動き＞

沢田総長，オーストラリア連邦の

大学等を訪問

沢田敏男総長は，8月27日から，オース卜ラリ

ア連邦の高等教育 ・研究機関の視察及び学術交流

に関する意見交換を行なうため同国を訪れ，予定

どおりの旅程を終えて，9月8日帰国した。

今回の訪問は，オーストラリア大学長協会の招

きによるもので， マツ コリー大学， シドニ一大

学，ニュー ・サウス ・ウエノレズ大学，オーストラ

リア国立大学，グリフィス大学及びクインズラン

ド大学等を訪問し，各訪問先においてそれぞれ関

係者と意見交換を行なった。

・・、．・・．．・・・．・・・．・－．．・－．．・・．．・・..・、．．．、．．．、．・・．．・4・．．・、．． ・、．・・．．・・．．・・．．・．．・・．．・・、．・・－－・・、・・・・．・・・．・－．．・・．．・・．．

く部局の動き＞

工学部公開講座「工学と人間J

工学部では， 6月20日から 7月11日までの毎土

曜日の午後，工学部大会議室において公開講座を

開催した。

この公開講座は一般市民を対象にしたもので，

工学部の名誉教授 ・教度 ・助教授が各自の研究分

野と人間のかかわりあいをわかりやすく解説する

ことを主眼としたものである。 今年のテーマは

「工学と人間」であり，約 160名が受講した。

講義題目，講師は次のとおりであった。

自然、と人間と工学

一 巨大分子の科学の誕生ー

さび（錆）と生活

人間の地下への挑戦

機械工学と人間

一 歯車の歴史の教えるもの一

町家からタウンハウスへ

地震と都市

繊維の風合い

人工知能一機械の知能化ー

西島安則

山川宏二

寺田李

会田俊夫

三村浩史

山田善一

川端季雄

坂井利之

（工学部）

第 4回京都サマー・インスティチュート

「大統一理論とその周辺」

基礎物理学研究所では，6月29日から 7月3日

まで，第4回京都サマー・インスティチュートを

開催した。これは， 1978年以来毎年，基礎物理学

研究所が主催して行なっている国際的会合の第4

回目にあたっており，これまでは，第 1回に 「素

粒子物理と加速器計画」 ，第2回に 「低次元系の

物理」， 第 3回に「アモノレファス半導体の基礎物

理学」をテーマとしてとりあげてきた。

今回は，素粒子物理の中で現在もっとも活発に

議論されているテーマの一つである，素粒子の大

統一理論をとりあげ，講演とセミ ナー と熱心な討

論が行なわれた。参加者は圏内はもとより，アジ

ア，アメリカ，ヨーロッパ，東欧の諸国に及び，

招待講演の講師10名を含め 150名であり，主な講

潰者とその題目は以下のとおりであった。

大統一理論の新方向に対する賛否両論

H. Georgi （米国 Harvard大学）

格子ゲージ理論 ・成果と問題点

C. Itzykson （フランス Saclay研究所）

大統一理論時代の物語

D. V. Nanopoulos （スイス CERN)

フェノレミ粒子の混ざり合いと質量

S. Pakvasa （米国 Hawaii大学）

c P保存則の破れ一「柔らかし、」か 「硬しづか？

R. Peccei （西ドイツ Munchen-Max-

Planck研究所）

大統一理論議義

P. Ramond （米国 Florida大学）

真空の第一種相転移の字宙論に及ぼす影轡

佐藤勝彦（京都大学理学部）

陽子の崩壊について

友沢幸男（米国 Michigan大学）

宇宙論と重粒子生成

吉村太彦 （高エネノレギ一物理学研究所）

「世代」の問題と直交統一，その他

A. Zee （米国 Washington大学）

（基礎物理学研究所）

東南アジアセミナー

東南アジア研究センタ ーでは，7月17日から30

日までの間 （日曜日を除く ）， 楽友会館を主会場

として， 「昭和56年度東南アジアセ ミナー」 を開

催しTこの

このセミナー は，東南アジア地域における自
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然，文イヒ7 社会について総合的に概説し， 専門的

研究に必要な基礎知識を与えよう とするものであ

るが，本年度はとくにテーマを 「インドネシアと

島峡部の世界」にしぼって，講義の密度を高くし

た。セミナーには各大学の大学院学生を中心に，

学部学生や研究者など48名が参加し，連日午前9

時から午後4時半まで熱心に受講した。

なお，講義題目，講師は次のとおりであった。

〔資料紹介〉 北野康子

〔概説〕

(1）自然、と生業

(2）民族と社会

(3）政治と文化

〔言語と歴史〕

(1）インドネシア諸語の位置づけ 三谷恭之

(2）東南アジア史とインドネシア 桜井由朗雄

高谷好一

前田成文

土屋健治

(3）インドネシア史 I

(4）インドネシア史E

深見純生

Adrian Bernard Lapian 

〔宗教〕

(1）東南アジアの宗教 石井米雄

(2）ジャワの宗教 関本照夫

〔経済と人口〕

(1）東南アジアの南北問題 江崎光男

(2）インドネシアの経済発展 市村真一

(3）人口問題の諸相 小林和正

坪内良博

〔政治〕

(1）現代政治 土屋健治

(2）国際政治の中のインドネシア 松尾大

〔地減特論〉

(1）気候と土壌 安成哲三

古川久雄

(2）トラジャの農業 高谷好一

(3）トラジャの社会と文化 山下晋司

(4）ブギスの農業 田中耕司

(5）ブギスの社会と文化 前田成文

(6）スマトラの農業 古川久雄

(7）スマトラの社会と文化 坪内良博

〔総括および総合討論〕 渡部忠世

矢野暢

外教官若干名

（東南アジア研究センター）

公開講座高等学校関係者のための

現代数学展望

この講座は，発展著しい現代数学の理解のため

の基礎とその展望を，主に高校教員を対象にわか

りやすく解説するため，理学部数学教室が行なっ

たもので，今年で3回目である。今回は下記のテ

ーマにより 7月24日から30日まで，日曜日をのぞ

く6日間行なわれ，近畿一円，北陸，四国から約

40名が参加した。会期中に参加者有志と講師との

聞で懇談の機会が設けられ，卒直な意見が交換さ

れ，受講者からは今後ともこの催しを続けてほし

いという強い希望が出された。

講義内容と講師は次のとおりであった。

解析学の話ーカオスとランダムネスー

山口 昌哉

確率の話一確率の概念と最適計画への応用 一

渡辺信三

幾何学の話一球面を変形してうらがえす話一

足立正久

代数幾何の話一平面射影曲線を主に，代数幾

何学の紹介一 丸山正樹

（理学部）

公開講座高等学校教員のための

現代化学

今日，実験を伴う学問分野で高等学校の教育に

当る先生方は，研究現場の雰囲気に接する機会が

一般には少ない。これを補うことを目的として，

理学部化学教室は，標記の公開講座を 7月24日か

ら30日まで実施した。教室内で行なわれている研

究分野の中から，実験 ・演習を中心として講座を

構成し，27名が受講した。

アンケート調査の結果と懇談会においては，今

後も同じ趣旨の講座を続けて聞くことを熱望する

声が多かった。講座の実施に当った教室のスタッ

フにとって，一時的に見れば一週間の負担は大き

い。また小規模の公開講座に速効を期待すること

は元来無理な話である。同趣旨の講座が，各分野

や他の大学でも実施されるならば，それは大きな

力となるであろう。

なお，今回の講座の構成は次のとおりであっ

Tこ。

q
O
 

4
a
z
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I 講義（毎日午前10時から12時まで）

固体表面と触媒 恩地勝

水の話 山本常信

低次元伝導性をもった化合物 辻川郁二

分子の励起状態 志田忠正

環境化学 桑本融

化学とエネノレギ一 丸山和博

Il 実験 ・演習（毎日午後 1時から 5時まで）

各受講者は下記4つのコースから 1つを選ん

だ。

A 励起分子の反応（有機化合物の光励起状態

の反応性と基底状態のそれとの違いを探

る。）

山本嘉則大槻哲夫成田吉徳立川登

B 不定比化合物の結晶化学（組成比の一定し

ない化合物を合成しその構造解析を行う。）

小菅陥二 村 上 勇 一 郎 上 回 寛

c 磁気共鳴と分子構造（不対屯子をもっ有機

化合物をつくり，常磁性共鳴吸収を観測し

て，その電子状態を探る。）

広田袈 大矢博昭 山内清語

D 電子分光と表面化学（超高真空をつくり，

低速電子回折により固体表面の原子配列を

観察する。）

恩 地勝西嶋光昭匂坂康男高木修

（理学部）

公開講座 「農業簿記・農業経営講習会」

民学部 ・J.:il業簿記研究施設では， 8月1日から

6日までの間， 農学部講議室において公開講座

「第45回農業簿記 ・農業経営講習会」を開催した。

この講習会は，農業簿記とそれに基づく民業経

営の分析 ・診断 ・計画に闘する理論と実務の普及

をねらいとしたものである。講習には民業改良普

農学部・牧場新営施設が完成

農学部 ・牧場の新営施設の竣工式典が8月11日

（火），京都府船井郡丹波町の本牧場で，関係者約

50名が出席して行なわれた。

式典は午前11時に始まり，深海浩良学部長の

式苦手に続いて，沢田敏男総長の祝辞（事務局長代

読） ，本牧場善林明治助教授の牧場施設整備報告

及員，高校教員，府県 ・各種団体職員，民家など

全国各地から約 130名が参加し，連日午前9時か

ら午後5時まで受講した。講義科目，講師は次の

とおりであった。

民家経済簿記菊地泰次稲本志良桂利夫

段業経蛍按式簿記 頼 平桂 利夫

農業投資および資金の計画 ・管理 ・分析

亀谷量稲本志良

良業経営および地域農業の診断 ・分析 ・計画

西村博行熊谷宏宮崎猛

（農学部）

人文科学研究所夏期公開講座

人文科学研究所では恒例の五期講座を 8月1日

から 3日間，本館（吉田牛ノ宮町）において開催

した。

この講座は，本研究所に日本部，東方部，西洋

部の三部ができてのち，毎年のぷに開催されてお

り，本年は 32年目になる。今年の共通テーマは

「中央と地方」であり，中央と地方あるいは周辺

との関係を，文化，政治，経済などの分野で考

察し，あるいは現時点から捉え直してみることで

あった。本年も 3日間とも約 100名の熱心な受講

者があった。

演題，講師は次のとおりであった。

工業化発展における中心国と周辺国 山本有造

明治国家における地方の編成 古屋哲夫

雲夢出土袋作と奈の地方統治 江村治樹

黄庭経と大洞経一道経における体内神と内観

についてー 褒谷邦夫

粘土板喫形文苫の成立と伝橋 前川和也

ヨーロッパの“僻地H フツレターニュ

多国道太郎

（人文科学研究所）

があり，午前11時30分に終了した。

本牧場は旧蒲生野原海軍演習場の一部と，海軍

廠舎の旧施設のあった現在地を，京都学芸大学

（現京都教育大学）と昭和28年11月以来共同で利

用していたが，昭和 35年 7月に全施設の本学へ

の所属換えを経て，現在に至るまで，旧海軍施設

をほとんどそのまま使用してきた。この間，とく

に建物はすべて第二次大戦末期に急造したもの
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であるため老朽化が著しく，危険な状

態のままで使用されていた。昭和49年

の牧場官制化を機に，施設整備を要望

していたが，その努力が実り，昭和53

年度と昭和55年度の 2年度に亘り，ほ

ぼ全施設の新営工事が施され，今年6

月24日にすべてが竣工 したものであ

る。

新営建物は以下のとおりである。①

管理 ・宿泊 ・研究用の各室を備えた鉄

筋コンクリー卜 2階建の管理宿泊棟，

延 939rn＇。② 1,309 rn＇のパドックを附設した鉄骨

造り，収容頭数 100頭の閥放式繁殖育成牛舎，

988ぱ。③牛枝肉の諸調査をするための大型冷蔵

庫を備えた鉄筋コンクリート平屋建の枝肉解体施

設棟， 147ぱ。④ 364m＇のパドックおよび 254rn' 

の中二階をもっ鉄骨造り，収容頭数51頭の開放式

肥育牛舎， 463 rn'。⑤鉄骨造り， トラクタ一等大

型民機具収納用大農具舎， 487rn＇。＠鉄骨造り，

羊 ・山羊飼育用中小家畜舎， 293rn＇。⑦鉄骨造り

堆肥舎2椋，計 300rn＇。＠危険物倉庫， 8m＇。①

発獣焼却施設 1基。以上合計約3,625 m＇の建物の

建築と延5,692 rn＇の場内舗装と正門および中水道

用弁水施設が施工された。

また，施設整備の一環として従来より粗飼料生

産基盤拡充のために，新岡場の取得を希望してし、

たところ，このたび牧場に隣接した13,478ぱの圃

場用土地の取得が新たに実現した。

以上，今回の新営工事では全体の整備計画のう

ち設備面で予定している何点かを除き，ほとんど

が新営された。これらの新営建物は各所に新しい

工夫が加えられ，機能的に旧施設に比べて格段の

改善がされている。牧場では肉用牛とめん羊およ

び山羊を飼育し，学生の実習教育では，これらの

家畜の飼育管理技術と牧草および飼料作物の生

産 ・加工・貯蔵の各技術を習得させている。また

研究は①肉用牛の肉生産能力と産肉効率について

肥育方法 ・品種および系統などの面からの検討，

②黒毛和種の粗飼料利用能力と産肉能力の遺伝学

的検討，①繁殖牛と子牛の集約的管理方式下での

生産性と牛の社会 ・生態学的検討など肉用牛の生

産能力および管理技術に係る問題点の検討を進め

ている。今回の建物の整備と新しく加わった圃場

風景

による粗飼料生産能力の向上は，今後本牧場の実

習教育の充実と研究の発展に大きく寄与するもの

と期得される。

（農学部）

防災研究所・穂高砂防観測所新館が完成

このたび防災研究所 ・穂高砂防観測所の新館が

完成し，新しく流砂自動観測採取装置が設置され

るなど観測設備も整備され，8月24日（月） ，沢

田敏男総長をはじめ学内外から関係者約70名の出

席を得て，竣工披露式を挙行ーした。

穂高砂防観測所は昭和40年以来，土砂災害の防

止を目的として砂防に関する観測研究を続けてい

るが，設備や研究資料の増加に伴い今までの研究

棟が狭小となり新館の完成が待たれていたもので

ある。

（防災研究所）
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く紹介〉

ウイルス研究所・ウイルス診断研究施設

たとえば，本学医学部附属病院の某科の入院患

者のひとりに “脳炎”とし、う臨床診断がでt とす

る。それではこの脳炎の原因ウイノレスは何かとい

うことになる。そしてそのウイルス検査のための

血液や髄液が採取され，本ウイ Jレス診断研究施設

にもち込まれる。この研究施設では，ウイノレス分

離や抗体検査とし、う方法で病原ウイルスの診断を

する。その結果， 日本脳炎ウイノレス，或いは単純

へノレペスウイ Jレスとでることもあるだろうし，残

念ながら病原不明ということもある。このように

人間のウイルス感染症と思われる患者の病原ウイ

ノレスの診断が本研究施設の日常業務と してこ こ約

20年間行なわれてきた。このようなウイルス検査

を行なう施設があるのは，大学としては本学だけ

であろう。

ひとくちに人聞の病原ウイルスといっても今わ

かっているだけでも数百種類ある。本研究施設は

本学のみならず，学外の病院 ・医院からの検査を

もひきうけて，これまで膨大な数の検体を処理し

てきた。この聞にウイ Jレス学の進歩はめざましく ，

次々に新しいウイノレスが発見され，それが検査の

対象に加わってきた。たとえば従来は感染症の将

外にあった数種の慢性神経疾患や悪性腫癒 （癌）

にもそれぞれ特有のウイノレスとの関連が明らかに

なってきた。また診断方法にも新しい原理と技術

が導入されてきた。たとえば標識抗体法や細胞培

養法などである。本研究施設の研究は，医学の進

歩の要望を担って従来の “既知病原ウイ Jレスの診

断”から， “新しい病原ウ イノレスの探索と発見”

へと大きく変貌しながらその内容が充実されつつ

ある。更に危険な病原ウ イJレスをより安全に検

査，研究のできる検査 ・研究室の充実が要求され

ている所以である。

（ウイノレス研究所）

~ 
関口錬太郎（本学名誉教授）

7月21日逝去， 84歳。東京帝国大学段学部卒。昭和11

年本学段学部教授就任，同34年退官。その間評議員（昭

和29年一31年），農学部附属演習林長（昭和32年～34年〕

を歴任。昭和43年勲二等瑞宝章受章。専門は造園学。

谷 友幸（本学名誉教授 ・文学博士）

7月24日逝去， 70歳。本学文学部卒。昭和42年本学文

学部教凌就任，同50年退官。その間評議員（昭和46年一

47年），文学部長（昭和47年～48年）を歴任。専門はド

イツ文学。

厳 俊一（農学部教授 ・農学博士）

8月7日逝去， 51歳。本学大学院農学研究科修了。昭

和52年本学農学部教授就任。専門は昆虫学。

桑田 義備（本学名誉教授 ・理学博士）

8月13日逝去， 98歳。東京帝国大学理科大学卒。大正

11年本学理学部教皮就任，昭和17年退官。その問評議員

（昭和7年～ 9年）を併任。昭和17年勲二等瑞宝章受

章。昭和37年文化勲章受章。専門は植物細胞学。

増田 友也（本学名誉教授 ・工学博士）

8月14日逝去，66歳。本学工学部卒。昭和37年本学工

学研究所（現原子エネノレギー研究所）教授就任．同38

年工学部教綬，同53年退官。専門は建築意匠学。

田村雄一（本学名誉教授 ・理学博士）

8月15日逝去，76歳。本学工学部卒。昭和32年理学部

教授就任， 同43年退官。昭和50年勲三等旭日中綬章受

章。専門は地球物理学。

1龍野康雄（法学部事務官）

8月17日逝去，51歳。昭和23年理学部勤務。その後工

学部を経て昭和38年法学部整理掛に勤務。昭和54年本学

永年勤続者表彰（30年勤続）を受ける。

湯川 秀樹（本学名誉教授 ・理学博士）

9月8日逝去， 74歳。本学理学部卒。昭和14年本学理

学部教授就任，同28年基礎物理学研究所教授，同45年退

官。その間評議貝（昭和20年一22年） ，基礎物理学研究

所長（昭和28年一45年）を歴任．昭和18年文化勲章受

章。昭和24年ノ ーベノレ物理学賞受賞。昭和52年勲一等旭

日大綬章受章。専門は素粒子物理学。
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日誌

(1981年 6月1日～ 8月31日）

6月1日 大学院審議会

5日 創立記念行事「音楽会」

6日 国連食糧段業機関（FAQ）事務局長 Edouard

Saouma氏外5名来学，総長および関係教官

と懇談

8日 総長，大学院生協議会と会見

9日 放射性同位元素等管理委員会

11日 ウイルス研究所学術講演会

12日 環境保全委員会

。放射性同位元素総合センタ ー創立10周年記念

講演会

17日 国際交流委員会

18日 創立84周年記念式

グ 名誉教授懇談会

20日 工学部公開講座第1日（ 6月27日， 7月4

日， 7月11日）

。 ビ．ノレマ連邦社会主義共和国教育調査団副団長

(Rangoon工業大学学長） U Khin Aung 

Kyi氏外3名来学，総長および関係教官と懇

談ならびに学内施設見学

23日建築委員会

24日 創立記念行事「学術講演会」

26臼 同和問題委員会

29日 基礎物理学研究所第4回京都サマー ・イソス

ティチュ ート（ 7月3日までう

か 連合王国 London王立協会副会長 Michael

Stoker卿外1名来学， 総長および関係教官

と懇談ならびに学内施設見学（ 6月30日ま

で）

30日 附属図書館商談会

グ 発明審議委員会

7月3目 安全委員会

7日 評 議 会

13日 中華人民共和国中国科学院代表団団長（中国

科学院秘書長）郁文氏外7名来学，総長お

よび関係教官と懇談ならびに学内施設見学

15日 国際交流委員会

17日 東南アジア研究センター「東南アジアセミナ

一」 (7月30日まで）

24日 理学部数学教室公開講座「高等学校関係者の

ための現代数学展望」 (7月30日まで）

グ 理学部化学教室公開講座「高等学校教員のた

めの現代化学」 (7月30日まで）

29日学位授与式

30日 アフリカ大学連合代表団団長（アフリカ大学

連合会長，カメノレーン連合共和国 Yaounde

大学副学長） Victor Anomah Ngu氏外1

名来学，総長および関係教官と懇談ならびに

学内施設見学（7月31日まで）

31臼 アメリカ合衆国 SouthernIllinois大学総長

Kenneth Shaw氏来学， 総長および関係教

官と懇談

8月1日 良学部附属段業簿記研究施設公開講座「l；品業

簿記・段業経営講習会」 (8月6日まで）

グ 人文科学研究所夏期公開講座（8月3日ま

で）

4日 夕イ王国 Thammasat大学部学長 Pichai

Charnsupharindr氏外1名来学，総長およ

び関係教官と懇談

111:1 法学部附属牧場竣工披露式

12日 大斡民国鹿北大学訪日代表団団長（鹿北大学

工科大学長） Kang Chang-So口氏外7名来

学，総長および関係教官と懇談

24日 附属図書館商議会

か 防災研究所附属穂高砂防観測所新館竣工披露

式

27日 総長，高等教育 ・研究機関の視察のためオー

ストラリア連邦を訪問（ 9月8日まで）
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